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　盲導犬候補の子犬（パピー）を生後２カ月から約１０カ月間、家庭で育てるボランティ
ア“パピーウォーカー”。この間パピーはたくさんの愛情を受けることで、人との信頼や
絆を強く結べるようになり、将来の活躍につながる。
　財団法人日本盲導犬協会　神奈川訓練センターの見学会で活動を知ったことがきっか
けとなり、現在３頭目となるパピー“ハグ”との生活を送る小松さんご一家。初めはプ
レッシャーを感じたが、基本的なしつけ以外特に難しいことはなく、訓練センター職員
から適切なアドバイスももらえるので気持ちが楽になったという。
　「手を離れるときは、子どもが独り立ちするような気持ちです。私たちと過ごす時間
よりその後の時間の方がはるかに長いので、幸せに過ごして欲しいと願っています」と、
やんちゃ盛りの子どもたちとじゃれ合うハグの姿を、温かく見守りながら語る奥様の聡
子さん。ご主人の勲さんは、「パピーウォーカーはまだまだ不足しているので、ちょっ
とでも興味を持ったらぜひ挑戦して欲しいです。パピーを通じて人の役に立てること
を幸せに感じます」と話す。
　家族の思いはパピーに託され、障害を持った方の希望へとつながっていく。
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地域の中の「ともしびショップ」は今～働く実感、仲間づくり、地域交流を通して

特集

四
十
三
店
舗
そ
れ
ぞ
れ
の
歩
み

　

シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
団
体
は
三
十
三
団

体
あ
り
ま
す
。
社
会
福
祉
法
人
や
社
団

法
人
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
な
ど
、

法
人
格
の
あ
る
団
体
が
十
六
団
体
、
法

人
格
を
持
た
な
い
団
体
が
十
七
団
体
で

す
。
ま
た
、
障
害
の
あ
る
方
の
親
の
会

で
あ
る
「
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
」
が
九

団
体
、
複
数
の
障
害
者
団
体
や
支
援
団

体
で
連
絡
協
議
会
な
ど
を
構
成
し
て
い

る
団
体
が
十
団
体
あ
り
ま
す
。

　

養
護
学
校
を
卒
業
し
た
後
の
就
労
の

場
を
つ
く
る
た
め
に
、
神
奈
川
県
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会
が
第
一
号
店
を
オ
ー
プ

ン
さ
せ
る
の
と
並
行
し
て
、
障
害
者
地

域
作
業
所
や
授
産
施
設
等
の
製
品
販
売

も
促
進
し
て
い
く
た
め
、
社
会
福
祉
法

人
や
様
々
な
障
害
福
祉
団
体
な
ど
に
よ

る
運
営
に
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

様
々
な
団
体
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い

る
た
め
、
設
立
の
経
緯
や
考
え
方
は
も

ち
ろ
ん
、
業
務
形
態
、
店
舗
の
規
模
、

就
労
環
境
、
支
援
体
制
、
雰
囲
気
な
ど

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
店
舗
で
異
な
り
ま
す
。

と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
の
現
状

　

認
定
を
受
け
た
シ
ョ
ッ
プ
は
、
ロ
ゴ

マ
ー
ク
（
タ
イ
ト
ル
横
）
の
入
っ
た
看

板
を
掲
げ
、
従
業
員
は
指
定
の
エ
プ
ロ

ン
を
着
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
を
は
じ

め
、
開
店
・
設
備
更
新
時
の
助
成
、
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
、
代
表
者
・
店
長

連
絡
会
議
や
研
修
会
の
開
催
、
地
域
交

流
を
目
的
と
し
た
モ
デ
ル
事
業
に
対
す

る
助
成
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

十
月
に
ま
と
め
た
現
況
調
査
で
は
、

精
神
障
害
の
ス
タ
ッ
フ
の
割
合
が
二
十

二
％
と
、
四

年
前
と
比
べ

増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

シ
ョ
ッ
プ

か
ら
民
間
企

業
へ
の
就
労
の
移
行
は
、
食
品
製
造
業

（
パ
ン
）
と
警
備
会
社
が
一
店
舗
ず
つ

と
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

最
低
賃
金
適
用
除
外
や
福
祉
的
就
労

援
助
金
の
申
請
の
ほ
か
、
公
共
の
建
物

の
中
で
家
賃
や
光
熱
水
費
の
減
免
を
受

け
て
い
る
店
舗
も
多
く
あ
り
ま
す
が

（
三
十
一
店
舗
）、
連
絡
会
議
に
よ
る

情
報
交
換
や
共
通
課
題
に
向
け
た
研
修

会
を
通
じ
て
運
営
を
改
善
す
る
た
め
の

工
夫
や
努
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

工
夫
点
と
し
て
、
レ
イ
ア
ウ
ト
や
メ

ニ
ュ
ー
に
季
節
感
を
だ
す
、
手
書
き
チ

ラ
シ
の
配
布
、
ブ
ロ
グ
の
活
用
、
食
材

の
提
供
を
受
け
る
、
弁
当
の
配
達
、
固

定
客
の
割
引
、
冷
凍
食
品
の
有
効
活
用

と
味
付
け
の
工
夫
、
常
連
客
に
合
せ
た

メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
、
接
客
マ
ナ
ー
の
再

確
認
、
定
期
的
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
カ

ラ
オ
ケ
営
業
な
ど
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
店
舗
設
計
や
レ

イ
ア
ウ
ト
、
経
営
面
な
ど
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
が
、
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
や

味
付
け
な
ど
、
現
場
感
覚
の
助
言
も
求

め
ら
れ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
「
甘
え
な
し
で
接
客
を
心
が
け
て
い

る
」「
幅
広
い
世
代
の
方
が
来
店
す
る
の

で
や
り
が
い
が
あ
る
」「
い
つ
も
明
る
く

元
気
に
働
い
て
い
る
」
と
い
う
声
か
ら

は
、『
自
分
達
の
お
店
』
へ
の
誇
り
や
愛

着
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
方
、
Ｐ
Ｒ
不
足
や
待
ち
の
営
業
、

高
齢
に
よ
る
ス
タ
ッ
フ
の
作
業
効
率
の

低
下
、
一
般
就
労
へ
の
移
行
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
不
足
、
売
上
の
減
少
な
ど
の

課
題
も
抱
え
て
い
ま
す
。

　「ともしびショップ」（以下、「ショップ」）は、障害のあ
る方が働くことを実感し、仲間や地域の方々とのふれあい
を通して、その自立と社会参加を実現していくために、本
会が認定して営業を行う喫茶店や売店です。
　「ともに生きる福祉社会づくり」を目指す県民運動である
「ともしび運動」の輪を、地域に広げていくための一つの
形として、平成元年に第１号店の県庁店がオープンして以
来、現在では４３店舗が設置されています。

　第１号店のオープンから２０年、ショップは今、どんな変
化を見せているのでしょうか。そして、今後、地域の中で
どんな役割を果たしていくのでしょうか。
　今回は、現況調査の結果などから、その特徴や課題をお
伝えするとともに、ともしび運動３０周年を記念して平成１９
年度からスタートした地域交流を目的としたモデル事業の
紹介を行い、ともしび運動の普及に向けた拠点としての意
味についても考えてみたいと思います。
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地
域
交
流
を
重
視
し
た
新
し
い
試
み

　

シ
ョ
ッ
プ
の
支
援
に
向
け
た
一
つ
の

試
み
と
し
て
始
ま
っ
た
の
が
、
地
域
交

流
を
重
視
し
た
「
多
機
能
型
と
も
し
び

シ
ョ
ッ
プ
モ
デ
ル
事
業
」
で
す
。

　

こ
の
試
み
に
は
、
二
つ
の
意
味
が
あ

り
ま
す
。
一
つ
は
、
働
く
場
に
加
え
、

働
き
た
い
と
考
え
て
い
て
も
障
害
特
性

な
ど
か
ら
就
労
が
難
し
い
方
の
居
場
所

や
仲
間
づ
く
り
の
場
、
地
域
住
民
と
の

交
流
の
場
に
な
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、

と
も
し
び
運
動
の
輪
を
広
げ
る
た
め
の

拠
点
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
す
。

　

シ
ョ
ッ
プ
が
地
域
に
浸
透
し
、
誰
も

が
集
う
場
と
な
れ
ば
、
売
上
げ
が
伸
び

て
い
く
効
果
も
期
待
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

現
在
、
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て
い

る
の
は
、
下
表
の
三
店
舗
で
、
①
そ
の

地
域
性
や
立
地
条
件
、
店
舗
ス
ペ
ー
ス

な
ど
を
踏
ま
え
た
店
舗
独
自
の
地
域
交

流
事
業
の
実
施
、
②
と
も
し
び
運
動
関

連
事
業
の
普
及
に
向
け
た
拠
点
づ
く
り

の
二
点
を
目
標
に
据
え
て
い
ま
す
。

　

利
用
客
や
参
加
者
か
ら
は
「
シ
ョ
ッ

プ
の
こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
た
」「
自
助

具
は
便
利
、
ど
こ
で
手
に
入
る
の
か
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
外
に
出
て
地
域
交
流
を
深

め
る
、
一
般
就
労
に
向
け
た
知
識
・
技

術
を
学
ぶ
な
ど
、
そ
の
店
舗
が
目
指
す

支
援
内
容
と
関
連
づ
け
て
実
施
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

例
＝
市
民
ま
つ
り
へ
の
出
店
や
移
動
販

売
車
の
稼
働
、
宅
配
便
の
取
次
店
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
、
食
育
・
料
理

教
室
な
ど
。
表
以
外
の
と
も
し
び
運
動

関
連
事
業
で
は
、
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
入
選
作
品
集
の
活
用
、
障
害
者
等
Ｉ

Ｔ
支
援
・
サ
ロ
ン
、
県
内
三
十
一
か
所

の
と
も
し
び
運
動
推
進
組
織
が
行
う
イ

ベ
ン
ト
や
啓
発
活
動
へ
の
参
加
な
ど
。

　

三
店
舗
で
は
「
今
ま
で
と
違
う
お
客

さ
ん
と
話
が
で
き
て
楽
し
い
」「
目
標
の

数
が
完
売
で
き
た
の
は
初
め
て
」「
自
分

の
生
活
が
少
し
変
っ
た
」
な
ど
ス
タ
ッ

フ
の
笑
顔
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
の
役
割
は
、

お
店
が
本
人
と
ど
う
係
わ
り
、
ど
う
い

う
支
援
を
し
て
い
け
る
の
か
に
あ
る
」

と
あ
る
店
長
は
力
強
く
語
り
ま
す
。

　

シ
ョ
ッ
プ
の
仲
間
と
し
て
、
店
長
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
支
援
ス
タ
ッ
フ

も
本
人
に
寄
り
添
い
、
障
害
や
働
く
こ

と
に
関
し
て
地
域
住
民
へ
積
極
的
に
働

き
か
け
て
い
く
こ
と
が
、
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

働
く
場
を
通
じ
、
地
域
に
暮
ら
す
さ

ま
ざ
ま
な
方
が
集
い
交
流
を
深
め
ら
れ

る
拠
点
と
な
る
よ
う
、
今
後
も
支
援
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
と
も
し
び
運
動
推
進
担
当
）

ともしびショップ First
箱根町宮城野　平成２１年８月～

ともしびショップ★アップル
相模原市藤野町　平成２０年１２月～

ともしびショップ Cafe Blue Seas
三浦市南下浦町　平成２０年１１月～

地域性や立地条件、店舗スペースを踏まえた店舗独自の地域交流事業の実施

①知的障害児のサマースクール
温水プールを利用した遊びと店舗で
の交流、ペン習字教室。スポーツや
レクリエーション活動に関するボラ
ンティア養成講座。
②サロンコンサート
地域住民との交流に向けた地元ソプ
ラノ歌手によるクラッシックと童謡
コンサート。フラダンスレッスンと
ライブ。

①地域交流サロン　継続
映画鑑賞会やカラオケ大会、ミニゲ
ームなど、シニア層の交流の場と障
害者が週末を過すサロン。
②作品展示・バザー　継続
障害者施設や地域作業所で製作した
作品等の展示とバザー（月１回）。
③障害福祉に関する講座　継続
地域住民の障害福祉理解に向けた講
座
④お菓子づくりと料理教室　新規
お菓子づくりや料理の得意な高齢者
の協力による、地元で採れる野菜、
果物、穀物を利用した料理教室（月１
回）。
⑤ふじのパソコンクラブ　新規
藤野地区社協との共催でパラボラ
ジャパンの協力による障害者のＩＴ
支援・余暇支援パソコンクラブ（月
１回）。

①地域サロン活動とボランティア
情報交換会・交流会　一部新規

ボランティア活動、市民活動に関す
る情報提供などの地域サロン活動。
ボランティアネットワークを強化す
るための情報交換会・交流会（隔月）。
②地域交流活動　一部新規
流しそうめん、花火＆カレーパー
ティー、災害対応ミニ講演会、当事
者やボランティアによるミニコンサ
ート。
③障害者等の就労相談とビジネス
マナー研修　一部新規

在宅障害者や就労困難者の就労支援
に向けた相談とビジネスマナー研
修。
④地域貢献活動　継続
スタッフ、ボランティア、サロン利用
者による三浦海岸の清掃活動。

ともしび運動関連事業の普及に向けた拠点づくり（平成２１年度～）

①ともしびポスター・絵本コンテスト入賞作品の展示（みんながともに生きるまちをテーマにした地元作品）
②自助具の常設展示（高齢者や障害者の日常生活動作を助ける身近な道具の展示、チラシの配布）

三浦市民まつりへマグロかつバーガーで出店

箱根・絵本と
自助具展示

ともしびショップの詳細は、本会ホームページ、またはともしび運動推進担当まで（TEL０４５－３１２－１１２１　FAX０４５－３１２－６３０２）
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NEWS　
　＆

　　　TOPICS

NEWS　
　＆

　　　TOPICS
年
末
た
す
け
あ
い
運
動
実
施
中
！

　

こ
と
し
も
厚
生
労
働
省
の
告
示
を
受

け
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
を
実
施

中
で
す
が
、
十
二
月
か
ら
は
「
年
末
た

す
け
あ
い
募
金
」
も
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

運
動
当
初
の
昭
和
二
十
八
年
は
、
越

年
支
援
の
た
め
に
住
民
同
士
が
お
互
い

に
、
米
や
そ
ば
な
ど
を
持
ち
寄
っ
て
助

け
合
う
「
一
品
持
ち
寄
り
運
動
」
が
主

流
で
し
た
。
そ
の
後
、
物
品
持
ち
寄
り

は
姿
を
消
し
、
大
半
が
お
金
に
よ
る
寄

付
に
様
変
わ
り
し
て
き
た
た
め
、
昭
和

三
十
四
年
か
ら
共
同
募
金
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
は
、
生
活
支
援
が
必
要
な
人
を

支
え
る
た
め
の
財
源
と
し
て
使
わ
れ
ま

し
た
が
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も

に
、
一
人
暮
ら
し
の
方
々
へ
お
せ
ち
料

理
を
届
け
た
り
、
病
院
へ
の
送
迎
を
担

う
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
人
た
ち
の
活

動
費
に
充
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

近
年
で
は
、
地

域
に
根
を
張
っ
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
て
い
る
団

体
、
さ
ら
に
障
害

者
団
体
を
は
じ
め
、
公
的
援
助
を
受
け

に
く
い
福
祉
団
体
の
活
動
に
も
支
援
の

輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
活
動
を
支
援
す
る
に
あ
た

り
、
新
た
な
試
み
と
し
て
公
募
方
式
を

取
り
入
れ
る
地
域
も
出
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
一
年
度
の
、
年
末
た
す
け

あ
い
目
標
額
は
四
億
二
百
三
十
二
万

円
。「
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
街
で
安
心

し
て
暮
ら
す
」
た
め
、
地
域
ご
と
に
さ

ま
ざ
ま
な
福
祉
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。

障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の

充
実
に
向
け
て

　

障
害
の
あ
る
方
々
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
、
地
域
で
の
暮
ら
し
を
支

え
る
「
す
ま
い
」
の
場
の
一
つ
と
し
て
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
ケ
ア
ホ
ー
ム
（
以

下
、
ホ
ー
ム
）
が
あ
り
ま
す
。

　

県
の
予
測
で
は
、
平
成
二
十
三
年
度

時
点
で
、
約
五
千
九
百
人
分
の
必
要
量

が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
計
画
的
な
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
各
ホ
ー
ム
に

お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
、
質
の
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
横
浜
市
内
十
三
の

親
の
会
が
加
盟
す
る
、
横
浜
市
心
身
障

害
児
者
を
守
る
会
連
盟
の
福
祉
大
会
後

に
、
関
係
七
団
体
共
催
の
、
入
所
施
設

待
機
者
調
査
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
、
十
一
月
十
五
日
に
横
浜
市
の
横
浜

ラ
ポ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
に
は
、
社
会
福
祉
法
人
ロ

ザ
リ
オ
の
聖
母
会
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
支

援
セ
ン
タ
ー
所
長
の
荒
井
隆
一
さ
ん
が

招
か
れ
、
質
・
量
の
確
保
に
向
け
た
千

葉
県
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

千
葉
県
で
は
、
平
成
十
八
年
よ
り
、

県
内
十
三
圏
域
の
中
核
地
域
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
等
に
、
支
援
ワ
ー
カ
ー
を
配

置
。
利
用
者
の
苦
情
解
決
や
人
権
擁
護

に
向
け
た
相
談
・
支
援
を
行
う
ほ
か
、

ホ
ー
ム
職
員
の
相
談
や
体
験
入
居
希
望

者
の
情
報
提
供
、
調
整
、
ホ
ー
ム
開
設

に
向
け
た
支
援
な
ど
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
広
範
に

わ
た
っ
て
支
援
す
る
こ
と
で
、
質
の
向

上
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
お

話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
充
実
」

を
テ
ー
マ
に
、
行
政
、
ホ
ー
ム
運
営
者

（
社
会
福
祉
法
人
、
作
業
所
連
絡
会
）、

家
族
会
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
連
絡
会
の

関
係
者
が
集
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
、
ホ
ー
ム
の
現
状
と
課
題
等
に
つ
い

て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
び
で
は
、
ホ
ー
ム
で
の
支
援
で
完

結
さ
せ
ず
、
各
市
町
村
設
置
の
自
立
支

援
協
議
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
を

活
用
す
る
こ
と
。
障
害
種
別
ご
と
に
あ

る
ホ
ー
ム
の
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
横
断

的
に
活
用
し
合
う
取
り
組
み
の
必
要
性

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
多
く
の
関

係
者
が
協
力
し
て
、
障
害
の
あ
る
方
々

の
生
活
を
地
域
全
体
で
支
え
て
い
く
体

制
づ
く
り
が
、
今
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。  
（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）
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◇実施期間：平成２１年１２月１日（火）から３１日（木）
◇寄付金受付窓口：共同募金会市区町村支会
◇寄付金・配分金の取り扱い：
支会で受け入れた寄付金は
県共同募金会に送金され、
その後、当該地域の事業費
に全額活用されます。
◇問合先：
　県共同募金会　�０４５－３１２－６３３９

皆さまの温かいご支援
をお待ちしています。
よろしくお願いいたし
ます。
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○「
気
付
き
」重
視
の
新
人
職
員
の
育
成

　

苑
で
は
「
ト
レ
ー
ナ
ー
・
ト
レ
ー
ニ

ー
制
」
を
導
入
し
、
一
年
間
、
新
人
職

員
と
中
堅
職
員
が
ペ
ア
と
な
り
、
実
践

を
通
じ
た
き
め
細
か
な
指
導
・
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。
物
静
か
な
新
人
職
員

な
ら
ば
、
う
ま
く
話
を
引
き
出
せ
る
職

員
を
付
け
る
な
ど
、
職
員
の
タ
イ
プ
に

よ
り
組
み
合
わ
せ
に
も
配
慮
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
定
期
的
な
面
接
で
個
々
の

課
題
を
確
認
し
、
仕
事
の
目
標
を
設
定

し
て
い
ま
す
。「
介
護
職
は
利
用
者
の

爪
が
伸
び
て
い
る
な
ど
細
か
な
こ
と
に

気
付
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
」
と
石

渡
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

　
「
気
付
き
」
重
視
の
職
員
育
成
、
き
め

細
か
な
対
応
に
は
時
間
も
大
変
か
か
り

ま
す
。
職
員
の
力
を
生
か
し
た
地
道
な

取
り
組
み
は
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。

　
（
福
祉
人
材
無
料
職
業
紹
介
担
当
）

職
員
の
力
を
生
か
し
た
人
材
育
成 

―
責
任
あ
る
仕
事
を
続
け
て
い
く
た
め
に

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
白
朋
苑
」

（
横
浜
市
南
区
。
以
下
、
苑
）
は
入
所

八
十
名
、
短
期
入
所
二
十
名
、
通
所
三

十
名
定
員
の
施
設
で
、
職
員
は
約
百
八

十
名
。
う
ち
介
護
職
は
約
四
十
名
い
ま

す
。
今
月
号
は
、
同
苑
の
島
村
和
子
施

設
長
と
相
談
員
の
石
渡
隆
人
さ
ん
に
職

員
採
用
の
状
況
と
新
人
職
員
の
育
成
に

つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

○
職
員
採
用
の
状
況

　

昨
今
の
介
護
福
祉
士
養
成
校
の
入
学

者
減
少
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
様
々
な

経
歴
を
も
っ
た
方
の
応
募
が
目
立
ち
ま

す
。
派
遣
切
り
に
あ
っ
た
製
造
業
か
ら

の
転
職
者
の
場
合
、
資
格
や
経
験
が
あ

り
ま
せ
ん
が
、
働
き
な
が
ら
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
二
級
の
資
格
を
取
り
、
さ
ら
に

ス
ッ
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
人
も
い

ま
す
。

　

そ
う
し
た
新
人
で
も
、
家
族
と
一
緒

に
生
活
し
て
い
く
た
め
に
は
、
安
定
し

た
仕
事
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

苑
の
特
徴
と
し
て
、
介
護
職
の
ほ
と

ん
ど
が
常
勤
職
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
職
員
の
生
活

を
保
障
し
、
責
任
あ
る
仕
事
を
し
て
も

ら
う
た
め
に
、
体
制
を
整
え
、
安
心
し

て
働
け
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

○「
優
し
さ
」を
大
事
に
し
て
い
き
た
い

　

職
員
採
用
の
面
接
の
際
、
夜
勤
が
あ

る
と
言
う
と
、『
夜
勤
は
経
験
し
て
ま

す
か
ら
、
大
丈
夫
で
す
』
と
返
っ
て
く

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
方
が
言
わ

れ
る
『
夜
勤
』
と
は
二
十
四
時
間
体
制

の
製
造
業
で
の
話
。

　

ま
た
、
初
め
て
来
苑
す
る
求
職
者
の

ほ
と
ん
ど
は
現
場
を
見
せ
て
ほ
し
い
と

は
言
わ
な
い
そ
う
で
す
。

　
「
応
募
条
件
に
資
格
や
経
験
を
問
わ

な
い
と
う
た
っ
て
い
る
が
、
誰
に
で
も

で
き
る
と
安
易
に
考
え
て
い
る
人
、
福

祉
の
仕
事
が
全
く
わ
か
ら
ず
に
来
る
人

が
多
い
。
苑
で
は
、
ま
ず
人
間
に
対
す

る
優
し
さ
が
あ
る
こ
と
。
新
し
く
始
め

る
仕
事
へ
の
意
欲
を
重
視
し
ま
す
」と
、

島
村
施
設
長
は
強
調
し
て
い
ま
す
。

　

福
祉
の
仕
事
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
経
験
や
気
持
ち
を
切
り
替
え
臨
む
こ

と
。
そ
し
て
、
人
の
人
生
に
関
わ
る
こ

と
へ
の
謙
虚
さ
が
大
切
で
す
。

第９回

一般家庭から大型ビルまで�
最新のエレクトロ技術によ�
り安心と安全を提供します。

京浜警備保障株式会社�

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内�
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

岡 本 誠 一 郎 �代表取締役社長�

人気行事「さんま食べよう会」は利用
者の声から誕生しました。地域の人に
も好評です



でか
けてみませんかでか
けてみませんか
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入できます。施設ごとにチケットを買うより大

人の場合３５０円お得で、飲食店や土産品店、新江

ノ島水族館などで割引特典も受けられるので、

おすすめです。

イベントもパスポートで出入り自由

　江の島展望灯台は１２月１２～２７日、「江の島ファ

ンタジー～江の島中にイルミネーションが彩ら

れる光イベント～」でライトアップされます。

また、江の島サムエル・コッキング苑では１２月

下旬～１月下旬頃、「１万本のチューリップ～

ぽっかぽかの湘南の冬に咲く満開のチューリッ

プ～」を開催。どちらも心がほんわか温まる風

景に出会え、親も子どもも満面の笑顔になるで

しょう。江の島サムエル

・コッキング苑に隣接す

るカフェ＆レストランの

奥の展望台には授乳室、

オムツ替えシートを備え

たトイレがあります。

バリアフリー化が進む小田急線

　小田急線は子ども連れがベビーカーでスムー

ズに移動できるよう、今年度中にエレベーター

やスロープを全駅７０駅中６９駅に完備。ホームと

車両の段差も緩和され、乗り降りが安心です。

　また、オムツ替えシートを６０駅のトイレに設

置（２２駅の男子トイレ、特急ロマンスカーの女

子トイレにも設置）。下車駅の片瀬江ノ島駅も

ホームから改札まで段差がなく、女子トイレに

オムツ替えシートがあります。

見どころ遊びどころがいっぱい

　江の島は江島神社をはじめ見どころが点在。

弁財天仲見世通りでは昔懐かしい射的やスマー

トボールで遊んだり、「たこせんべい」「しらす

パン」などの名物を食べ歩いたり、親子ともど

も楽しめます。明治中期の温室遺構を整備した

江の島サムエル・コッキング苑や江の島展望灯

台へは、島内の江ノ島エスカー（屋外エスカレ

ーター）を利用すると楽に行くことができます。

帰りは階段利用のみなので、赤ちゃん連れは抱

っこひもを持っていくとよいでしょう。

　片瀬江ノ島駅から江の島へ向かう道には、藤

沢市片瀬江の島観光案内所

があります。「江の島イラ

ストマップ」が手に入るほ

か、江ノ島エスカー、江の

島サムエル・コッキング苑、

江の島展望灯台、江の島岩

屋の４施設が１日に何回で

も利用できる「江の島１dayパスポート」を購

◆ご意見・ご感想はkikaku@knsyk.jpまでお寄せく
ださい。

インフォメーションインフォメーション
■藤沢市片瀬江の島観光案内所
　電話　０４６６－２４－４１４１
　江の島１dayパスポート　大人１０００円、こども（小学生）
５００円
■江の島ファンタジー
　ライトアップ１７～２１時（１２月１９・２３日には花火、
コンサートなども開催）
■１万本のチューリップ
　９～１７時（土日祝・１２月１２～２７日は２０時まで。い
ずれの日も入苑は閉苑３０分前まで）

１９９３年、子育て中のおかあさんが集まり、子育てタウン情
報誌「ままとんきっず」を発行。子育てに関するメール相
談、親子が集うサロン運営、各種講座の開催など、子育て支
援活動を展開。１５周年を迎えた２００８年には「第２回かながわ
子ども・子育て支援大賞」を受賞。情報誌・単行本の発行物
は３０冊を数え、一部は海外でも翻訳出版。最新刊は「ままと
んきっず１７号　幼稚園特集２０１０年度版」。
〈連絡先〉川崎市多摩区菅稲田堤３－５－４３
　　　　　TEL／FAX：０４４－９５４－８６６２

今月は　�　NPO法人
　ままとんきっず　がお伝えします！

　冬の夜空にきらめくイルミネーション。毎年、各所
で光のイベントが行われ、心を温かく癒してくれま
す。片瀬江ノ島駅から徒歩10分の江の島では島内を
ライトアップする「江の島ファンタジー」を開催。「１
万本のチューリップ」が咲くイベントも催され、寒さ
も吹き飛んでいきそうです。

小田急江ノ島線で行く

江の島で心ほんわか散歩
（藤沢市）

１カ月以上にわたって色とりどり
の花を咲かせるチューリップたち

青銅の鳥居をくぐると弁財
天仲見世通り。ゆるい上り
坂で、段差はない



今月の福祉資料室
BOOK

BOOK
「福祉資料室」をご利用下さい！
◆利用時間：月～金（第３金曜日、祝日、
年末年始等を除く）の９時～１７時

◆問合せ：�０４５－３１１－８８６５
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★
男
性
介
護
者
１
０
０
万
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
〜
男
性
介
護
体
験
記
（
男
性
介
護
者
と
支

援
者
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
編
、
ク
リ
エ
イ

ツ
か
も
が
わ
）

★
教
室
・
家
庭
で
い
ま
す
ぐ
使
え
る
Ｓ
Ｓ
Ｔ

〜
楽
し
く
学
べ
る
特
別
支
援
教
育
実
践
１
０

１
（
安
住
ゆ
う
子
・
三
島
節
子
著
、
か
も
が

わ
出
版
）

★
改
訂　

初
め
て
学
ぶ
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

テ
キ
ス
ト
（
能
本
守
康
著
、
中
央
法
規
出
版
）

★
介
護
現
場
で
見
極
め
る
ス
キ
ン
ト
ラ
ブ
ル

〜
よ
く
あ
る　

症
例
の
対
処
法
（
鈴
木
定
・

25

古
田
恭
子
著
、
日
総
研
出
版
）

★
サ
ポ
ー
ト
・
グ
ル
ー
プ
の
実
践
と
展
開（
高

松
里
編
、
金
剛
出
版
）

★
権
利
と
し
て
の
生
活
保
護
法
〜
そ
の
理
念

と
実
務
（
森
川
清
著
、
あ
け
び
書
房
）

★
知
っ
て
お
き
た
い
！
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

★
発
達
障
害
研
究
所
年
報　
第　

号（
愛
知
県

37

心
身
障
害
者
コ
ロ
ニ
ー
発
達
障
害
研
究
所
）

★
子
ど
も
虐
待
防
止
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク　
二
次

改
訂
版
（
神
奈
川
県
児
童
相
談
所
）

※
蔵
書
検
索
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

h
ttp
://w
w
w
.kn
syk.jp

/to
syo
/

資

料

の
手
引
き
﹇
改
訂
版
﹈（
東
京
都
社
会
福
祉
協

議
会
）

★
認
知
症
高
齢
者
と
家
族
へ
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
（
室
伏
君
士
著
、
ワ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
）

★
こ
と
ば
の
障
害
の
ケ
ア
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

〜
失
語
症
・
脳
卒
中
・
神
経
難
病
の
人
の
た

め
に
（
西
尾
正
輝
編
著
、
中
央
法
規
出
版
）

★
生
活
を
支
え
る
高
次
脳
機
能
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
（
橋
本
圭
司
著
、
三
輪
書
店
）

図　
　
　
　

書
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�神奈川新聞厚生文化事業団
専務理事兼事務局長

石井　邦夫

私のおすすめの１冊私のおすすめの１冊

幸せをもう一つずつ
介護のプロになる本

平出田鶴子　著

　この道５０年、その経験から見た在宅介護の現場、ヘル

パーをめぐる環境が浮き彫りにされている。

　福祉サービスがお上から「与えられるもの」から「利

用者の権利」になった現在、利用者の幸せを支えるヘル

パーと利用者がいかによい関係を結んで、この仕組みを

使いこなすか、質の高いホームヘルパーのプロを目指す

には…そのヒントに富む。

　一貫して流れているのは、福祉

の根本は「対等な人間同士の『助

け合い』の精神」という主張。「ヘ

ルパーは家政婦と同じ？」という

中見出しに象徴的だが、利用者の

意識、社会の意識をどう変える

か、ヘルパーの実践にかかってい

るという。
２００９年９月刊
定価１３６５円（税込）
神奈川新聞社
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連連載載
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
育
つ
た
め
に

子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
育
つ
た
め
に

〜
社
会
全
体
で
の
子
育
ち
・
子
育
て
支
援
に
む
け
て

　
　

〜
社
会
全
体
で
の
子
育
ち
・
子
育
て
支
援
に
む
け
て　
【
第
九
回
】

【
第
九
回
】

え
ま
す
。

　

西
岡
さ
ん
は
、
当
初
の
目
的
と
開
所

後
の
違
い
を
説
明
し
ま
す
。　

　
「
当
初
は
、
親
か
ら
の
虐
待
や
少
年

司
法
に
関
す
る
機
関
か
ら
の
依
頼
な
ど

に
よ
る
居
場
所
が
な
い
子
ど
も
た
ち
の

一
時
的
な
避
難
先
と
し
て
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
は
、
児
童
養
護
施
設
を
十

八
歳
で
退
所
後
、家
庭
に
戻
り
、自
分
が

働
い
て
得
た
給
料
を
搾
取
さ
れ
続
け
た

子
ど
も
、虐
待
を
受
け
、家
庭
の
中
か
ら

逃
げ
る
た
め
、
友
人
の
家
を
転
々
と
し

た
生
活
を
送
っ
て
き
た
子
ど
も
な
ど
、

複
雑
な
背
景
を
も
つ
子
ど
も
が
多
く
、

利
用
期
間
も
長
く
な
っ
て
い
ま
す
」

求
め
ら
れ
る
自
立
と
心
の
課
題

　

シ
ェ
ル
タ
ー
の
滞
在
期
間
は
、
平
均

三
カ
月
程
度
。
そ
の
間
、
子
ど
も
た
ち

は
担
当
弁
護
士
や
ス
タ
ッ
フ
と
今
後
に

つ
い
て
考
え
、
次
の
行
き
場
所
へ
と
移

っ
て
行
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
「
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
の
多

く
は
、
頼
れ
る
人
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
就
労
に
よ
る
自

立
を
求
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
転
居

先
を
見
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん

が
、
子
ど
も
た
ち
の
多
く
は
未
成
年
で

制
度
の
は
ざ
ま
に
あ
る
子
ど
も
の
存
在

　

虐
待
等
が
原
因
で
家
庭
を
離
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
十
代
後
半
の
子
ど
も
た

ち
は
多
く
い
ま
す
。
保
護
施
設
数
は
不

足
し
、
緊
急
的
な
場
所
で
あ
る
児
童
相

談
所
の
一
時
保
護
所
は
、
保
護
さ
れ
た

子
ど
も
が
定
員
を
超
え
な
が
ら
も
、
滞

在
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
慢
性
的
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
保
護
所
で
生
活
す
る

子
ど
も
は
、
幼
児
か
ら
十
七
歳
の
子
ど

も
ま
で
と
幅
広
く
、
一
人
ひ
と
り
の
年

齢
や
状
況
に
配
慮
し
た
支
援
が
難
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
保
護
の
必

要
な
十
八
歳
以
上
の
子
ど
も
も
存
在
し

ま
す
が
、
現
行
の
制
度
の
中
で
は
、
十

分
な
対
応
が
で
き
な
い
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
支
援
が
届
き
に
く
い
十
代

後
半
の
子
ど
も
は
、
今
後
の
生
活
を
考

え
る
た
め
に
、
ど
こ
に
助
け
を
求
め
れ

ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

行
く
場
所
の
な
い
子
ど
も
の
居
場
所
を

　

行
く
場
所
の
な
い
子
ど
も
た
ち
と
ス

タ
ッ
フ
が
共
同
生
活
を
し
、
衣
食
住
が

保
障
さ
れ
安
心
で
き
る
居
場
所
と
し

て
、
て
ん
ぽ
の
シ
ェ
ル
タ
ー
（
緊
急
一

時
避
難
所
）
が
、
平
成
十
九
年
に
開
所

し
ま
し
た
。
滞
在
中
に
は
、
各
人
に
一

人
ま
た
は
複
数
の
担
当
弁
護
士
が
付
く

ほ
か
、
ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

日
常
生
活
支
援
を
し
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
の
今
後
の
生
活
に
つ
い
て
共
に
考

あ
り
保
証
人
が
い
な
い
た
め
、
物
件
も

少
な
く
、
保
証
人
な
し
で
借
り
ら
れ
る

住
居
を
探
す
か
、
寮
が
あ
る
仕
事
先
に

進
む
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。
失

敗
し
て
も
帰
れ
る
場
所
、
頼
る
人
も
い

な
い
子
ど
も
た
ち
に
、
働
き
な
が
ら
自

立
す
る
こ
と
が
、
求
め
ら
れ
て
し
ま
う

の
で
す
」

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
、

就
労
し
て
た
と
し
て
も
、
子
ど
も
た
ち

は
生
活
す
る
上
で
多
く
の
課
題
を
抱
え

て
い
る
と
西
岡
さ
ん
は
続
け
ま
す
。

　
「
子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
自
身
の
こ

と
を
考
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
生
活
の
先
の
見
通
し
が
立
て

ら
れ
な
い
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
ま
で
日
常
化
し
た
虐
待
に
怯

え
続
け
、
身
を
守
る
こ
と
で
精
一
杯

で
、
落
ち
着
い
て
物
事
を
考
え
る
環
境

が
な
か
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と

感
じ
ま
す
。
ま
た
、
精
神
科
通
院
も
必

要
な
心
が
傷
つ
い
て
い
る
子
ど
も
た
ち

が
多
く
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

親
か
ら
自
分
の
存
在
を
長
く
否
定
さ
れ

続
け
た
経
験
や
環
境
が
影
響
し
、
自
分

自
身
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
や
存
在
へ

の
自
信
を
持
て
ず
、
不
安
を
抱
え
て
い

る
姿
が
見
え
て
き
て
い
ま
す
」

虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
の
自
立
を
支
え
る
た
め
に

〜
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
て
ん
ぽ

　

前
回
は
、
虐
待
が
子
ど
も
に
与
え
る
影
響
と
防
止
に
向
け
た
地
域
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考

え
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
虐
待
の
経
験
を
し
て
き
た
十
代
後
半
の
子
ど
も
た
ち
が
置
か
れ
て
い
る
現
状

と
、
社
会
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要
な
支
援
の
あ
り
方
を
考
え
よ
う
と
、
子
ど

も
た
ち
の
緊
急
一
時
避
難
先
と
し
て
居
場
所
（
シ
ェ
ル
タ
ー
）
を
提
供
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
て
ん
ぽ
（
以
下
、
て
ん
ぽ
）
の
ス
タ
ッ
フ
の
西
岡
千
恵
子
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。
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存
在
を
認
め
合
う
経
験
が
自
立
に

　

課
題
を
抱
え
た
子
ど
も
た
ち
が
自
立

に
向
か
う
た
め
に
は
、
一
つ
ひ
と
つ
の

課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に

な
る
と
、
西
岡
さ
ん
は
伝
え
ま
す
。

　
「
ス
タ
ッ
フ
は
そ
こ
に
い
て
、
日
々

の
時
間
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
、
何
が

し
た
い
の
か
、
そ
の
た
め
に
、
今
何
が

で
き
る
の
か
を
一
緒
に
考
え
る
な
ど
、

丁
寧
な
関
わ
り
方
を
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
シ
ェ
ル
タ
ー
で
は
、

清
潔
で
家
庭
的
な
環
境
を
心
が
け
る
と

と
も
に
、『
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
』『
お

か
え
り
な
さ
い
』
と
い
う
ご
く
普
通
の

や
り
と
り
を
し
ま
す
。
こ
う
し
た
、
何

で
も
な
い
当
た
り
前
の
経
験
が
、
こ
れ

か
ら
自
立
に
向
か
う
た
め
に
は
必
要
な

の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
期

間
で
子
ど
も
た
ち
の
課
題
を
全
て
解
決

す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
こ
こ
で

の
時
間
は
、
少
な
く
と
も
自
分
の
存
在

を
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
過
ご
し
て
欲

し
い
。
時
間
を
か
け
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
課
題
と
向
き
合
い
、
自
分
自
身
を
受

け
止
め
、
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

困
っ
た
時
に
は
、
助
け
を
求
め
な
が
ら

生
き
ら
れ
る
こ
と
が
本
来
の
自
立
と
言

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

生
き
づ
ら
さ
を
社
会
全
体
で
支
え
る

　

虐
待
の
問
題
を
通
し
て
自
立
を
考
え

て
き
ま
し
た
が
、
子
ど
も
の
抱
え
る
課

題
は
こ
れ
に
留
ま
ら
な
い
と
言
う
西
岡

さ
ん
は
、
社
会
に
求
め
る
こ
と
を
次
の

よ
う
に
結
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
通
し
て
、
こ

れ
ま
で
の
生
活
背
景
に
よ
り
人
間
関
係

が
う
ま
く
築
け
な
い
子
ど
も
や
発
達
障

害
の
あ
る
子
ど
も
、
精
神
疾
患
の
あ
る

子
ど
も
な
ど
、
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た

子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
こ
の
子
ど
も

た
ち
は
制
度
の
は
ざ
ま
の
中
で
生
き
、

社
会
の
中
で
支
え
が
必
要
な
存
在
な
が

ら
も
支
援
な
く
自
立
を
強
い
ら
れ
て
い

ま
す
。
社
会
全
体
が
問
題
に
気
づ
き
、

支
援
が
十
分
に
充
実
す
る
こ
と
が
早
急

に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
」

　

シ
ェ
ル
タ
ー
か
ら
は
、
自
分
の
存
在

を
認
め
ら
れ
な
い
ま
ま
、
支
援
も
得
ら

れ
ず
、
成
長
と
と
も
に
社
会
の
中
に
埋

も
れ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
見
え

ま
す
。
存
在
の
尊
さ
を
育
み
、
自
分
を

受
け
入
れ
る
力
と
、
そ
の
成
長
を
支
え
る

社
会
づ
く
り
が
今
、
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）
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　昨年４月藤沢市の竹林を始め沢山の緑の中

に、障害のある方々の日中一時支援事業所と

して開所致しました。定員１０名のとても小さ

な施設です。

　さまざまな支援を必要としている方が利用

しています。また不登校の方、社会に出てか

ら引きこもられてしまっている方のサポート

もしています。一緒に過ごし、農作業や創作

活動など色々な経験を通じて学んでいくこと

で、お互いに思いやり尊重しあい、自立へと

向ける活動をしています。

　職員も全員アーティストの顔を持ち、多才

な活動が、かぐやの幅を広げています。

　すでに利用者の作りだす個性溢れる作品

は、ギャラリーなどでの展示販売や、コンク

ールの受賞などで活躍をしています。

　月に一度、絵画や吹きガラスなど、それぞ

れの道で活躍している方を招いて、講習を行

っています。そこには、地域の方も参加さ

れ、利用者の方々との交流の場にもなってい

ます。

　道路の清掃活動や野菜の直売などを通し、

地域に出ていますが、アートをキーワードに

多くの方が集まり、一緒に活動をしていただ

くことで、さまざまな垣根を自然に越えてつ

ながっていけたらいいなと思います。

　たくさんの方の経験や思いが、地域の雰囲

気を形成していくものだと思います。かぐや

の活動が心に何かを届けられたら、誰もが暮

らしやすい町になるという思いで、これから

も一人ひとりとつながっていきます。
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ひと・ネットワーク
ひと・ネットワーク

芸術を通じての町づくり

特定非営利活動法人
さんわーく　かぐや

藤田靖正
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１０

県社協　
　の

　　　ひろば
「
社
会
福
祉
施
設
の
地
域
福
祉
推

進
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

　

地
域
住
民
と
の
「
共
に
生
き
、
支
え

あ
う
社
会
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
本

会
地
域
生
活
施
設
、
更
生
福
祉
施
設
両

協
議
会
の
共
催
に
よ
り
標
記
セ
ミ
ナ
ー

を
十
一
月
二
十
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
今
の
社
会
福
祉
施
設
（
以
下
、
施

設
）
は
、
地
域
住
民
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
捉
え
た「
協
働
時
代
」を
迎
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
施
設
は
地
域
の
中

で
、
利
用
者
支
援
の
取
組
み
等
が
な
か

な
か
理
解
さ
れ
ず
に
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
地
域
の
一
員
と
し
て
関
わ
り
を
持

つ
た
め
の
働
き
か
け
や
交
流
な
ど
が
積

み
重
ね
ら
れ
、
現
在
で
は
、
地
域
に
お

け
る
福
祉
ニ
ー
ズ
を
積
極
的
に
捉
え
、

地
域
住
民
と
の
連
携
に
よ
り
課
題
解
決

を
図
る
等
の
認
識
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
外
国
人
市
民
の
生

活
支
援
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
住
民
と

の
つ
な
が
り
か
ら
、
事
業
が
拡
大
さ
れ

た
事
例
や
、
婦
人
保
護
施
設
を
退
所
し

た
方
の
生
活
支
援
に
、
地
域
住
民
が
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
言
っ
た

事
例
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
罪
を
犯
し
た
人
の
自
立
更

生
へ
の
再
出
発
支
援
を
行
う
更
生
保
護

施
設
の
事
例
で
は
、
再
犯
を
防
ぐ
に

は
、
更
生
保
護
事
業
に
理
解
の
あ
る
地

域
の
事
業
所
等
で
働
く
こ
と
が
有
効
と

言
わ
れ
る
一
方
で
、
施
設
利
用
者
が
犯

罪
者
で
あ
る
と
い
う
不
安
感
等
に
よ

り
、
地
域
住
民
か
ら
の
理
解
が
得
ら
れ

に
く
い
と
い
っ
た
、
施
設
で
の
支
援
の

難
し
さ
を
取
り
上
げ
、
社
会
全
体
で
更

生
保
護
の
役
割
を
考
え
、
自
立
を
支
え

て
い
く
仕
組
み
を
作
っ
て
い
く
こ
と
の

重
要
性
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
あ
る
県
立
保

健
福
祉
大
学
名
誉
教
授
の
谷
口
政
隆
氏

は
ま
と
め
と
し
て
、「
競
争
社
会
が
人

と
人
と
の
繋
が
り
を
希
薄
化
に
導
い
た

こ
と
を
反
省
し
、
あ
ら
た
め
て
住
民
一

人
ひ
と
り
が
、
地
域
に
は
様
々
な
人
が

い
る
こ
と
を
き
ち
ん
と
知
る
こ
と
が
大

事
な
役
割
で
あ
る
」
と
結
び
ま
し
た
。

　

地
域
生
活
施
設
協
議
会
の
岸
川
洋
治

会
長
は
、「
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
で
行
わ

れ
て
い
る
地
域
住
民
と
の
協
働
に
よ
る

支
え
合
い
が
、
ど
の
よ
う
な
役
割
り
を

果
た
し
て
い
る
か
を
探
り
、
発
信
し
て

い
く
こ
と
で
さ
ら
な
る
理
解
を
広
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

（
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
担
当
）

自
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
振
り
返
る
こ

と
で
質
の
向
上
へ

　

障
害
の
あ
る
方
々
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
や
ケ
ア
ホ
ー
ム
（
以
下
、
ホ
ー
ム
）

は
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
求
め
ら
れ
る
一

方
で
、
職
員
が
一
人
あ
る
い
は
二
人
の

体
制
で
支
援
を
行
う
「
一
人
職
場
」
と

も
言
わ
れ
、
職
員
個
人
の
経
験
や
知
識

が
支
援
内
容
に
直
結
し
や
す
い
特
性
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
複
数
の
職
員
が
非

連
続
勤
務
体
制
の
た
め
、
職
員
の
話
し

合
い
や
研
修
機
会
の
確
保
の
難
し
さ
、

サ
ー
ビ
ス
の
振
り
返
り
や
支
援
の
方
針
、

目
標
共
有
を
職
場
内
で
図
る
こ
と
の
難

し
さ
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス

の
質
を
維
持
し
な
が
ら
提
供
す
る
た
め

に
は
、
全
職
員
が
利
用
者
支
援
の
方
針

や
目
標
を
共
有
す
る
こ
と
が
大
切
に
な

り
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保

・
向
上
の
た
め
に
、
現
状
の
サ
ー
ビ
ス

と
ホ
ー
ム
の
方
針
や
目
標
と
照
ら
し
合

わ
せ
、
職
員
が
自
ら
課
題
に
気
付
き
、

そ
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
「
仕
組

み
」
と
し
て
、「
自
己
評
価
」
を
提
案
し
、

そ
の
必
要
性
と
効
果
、
取
り
組
み
方
、

活
用
方
法
を
「
手
引
き
」
と
し
て
ま
と

め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
へ
の
自
己
評
価
の
理

解
と
手
引
き
の
活
用
を
図
る
た
め
、
県

と
の
共
催
に
よ
り
、
十
一
月
に
県
内
三

会
場
に
て
、
か
な
が
わ
福
祉
サ
ー
ビ
ス

第
三
者
評
価
推
進
機
構
理
事
長
の
藤
村

和
靜
さ
ん
を
講
師
に
、
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

藤
村
さ
ん
は
「
自

己
評
価
は
、
職
員
の

気
付
き
か
ら
、
サ
ー

ビ
ス
の
改
善
に
つ
な

が
る
だ
け
で
な
く
、

職
員
の
離
職
が
多
い

中
、
職
場
内
交
流
が

図
ら
れ
、
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を

す
す
め
る
こ
と
に
も
結
び
つ
く
」
と
多

面
的
な
効
果
を
伝
え
ま
す
。

　

参
加
さ
れ
た
ホ
ー
ム
の
管
理
者
や
職

員
の
方
々
か
ら
は
、「
日
々
、
職
員
間
で

の
話
し
合
い
が
必
要
と
感
じ
た
」、「
職

員
間
の
考
え
方
や
価
値
観
の
違
い
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
差
を
解
消
で
き

る
」
な
ど
聞
か
れ
、
職
員
の
気
付
き
と

共
有
が
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

� �������������������������������������������

熱心に聞き入る参加者
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あ

なた
の情報発

信のおてつだい

あ

なた
の情報発

信のおてつだい

デザイン・印刷・ホームページ制作�

第
３
回
福
祉
の
し
ご
と
フ
ェ
ア
�

　

福
祉
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
方
、
ま
た

福
祉
分
野
に
就
労
を
希
望
さ
れ
る
方
で
あ

れ
ば
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◇
日
時
＝
平
成　

年
２
月
６
日
（
土
）
９

２２

時　

分
〜　

時　

３０

１６

◇
会
場
＝
神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学

（
京
急
線「
県
立
大
学
」駅
よ
り
徒
歩
５
分
）

◇
内
容
＝
福
祉
施
設
等
就
職
相
談
会
、
福

祉
の
職
場
就
職
支
援
ガ
イ
ダ
ン
ス

09’

◇
参
加
費
＝
無
料

◇
問
合
先
＝
か
な
が
わ
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

�　

－

　

－

１
１
２
１
（
代
表
）

０４５

３１２

�　

－

　

－

４
５
９
０

０４５

３１３

人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
な
が
わ
�
開
催

　

地
域
社
会
に
お
け
る
、
障
害
の
あ
る
方

の
人
権
啓
発
活
動
お
よ
び
障
害
へ
の
理
解

の
促
進
に
よ
る
、
地
域
社
会
の「
支
え
あ

い
」
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し

ま
す
。

◇
日
時
＝
平
成　

年
１
月　

日
（
土
）

２２

３０

　

時
開
場
、　

時
開
演
、　

時
頃
終
了
予
定

１２

１３

１７

◇
会
場
＝
秦
野
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

ホ
ー
ル

◇
内
容
＝
映
画
上
映
「
１
／
４
の
奇
跡
〜

本
当
の
こ
と
だ
か
ら
〜
」・
ラ
イ
ブ
＆
ト
ー

ク
（
う
す
い
ま
さ
と
氏
）

◇
定
員
＝　

名　

参
加
費
無
料

３００

◇
申
込
方
法
＝
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お

申
込
く
だ
さ
い

◇
問
合
先
＝
か
な
が
わ
共
同
会
法
人
事
務

局
企
画
研
修
部

�　

－

　

－

０
０
３
５

０４６

２６５

�　

－

　

－

０
０
３
６

０４６

２６５

寄
附
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
一
般
寄
附
金
】
▽
脇
隆
志
【
と
も
し
び

基
金
】
▽
県
立
座
間
養
護
学
校
▽
ス
リ
ー

エ
フ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
プ
ラ
ザ
店
▽
富
士
シ

テ
ィ
オ
（
株
）
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
倉
見
・
Ｆ
Ｕ
Ｊ

Ｉ
三
崎
店
▽（
財
）
光
之
村
【
子
ど
も
福
祉

基
金
】
▽
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
乳
児
院
協
議
会  

（
計
、
一
八
七
、
七
六
七
円
）【
寄
附
物
品
】

22

▽
葉
山
町
立
元
町
児
童
館
▽
末
日
聖
徒
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
協
会
▽
神
奈
川
県
定
年

問
題
研
究
会
▽
久
保
志
津
▽
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ラ
ブ
＆
ハ
ー
モ
ニ
ー
基
金 　
　
 （
敬
称
略
）

地域福祉（ともしび）推進
助成金　申請受付中！

15万円以下
１２月末までの毎月
（随時申請受付）
本会ともしび運動推進担当
�０４５－３１２－１１２１（内線
３２０１まで、お気軽にご相
談ください！

車いす２４８台・ひざ掛けの目録と感謝
状を手にする本会会長と末日聖徒イ
エスキリスト教会アジア北地域会長
会　青柳第２顧問（前列右）。横浜市
内の高齢者施設に順次配送される
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�

�
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�
�
�
�

と
も
し
び
基
金
カ
ー
ド
に
よ
る
温
か
い
ご
支
援 

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
ニ
コ
ス
（
株
）
の
ご
協
力
の
下
、

十
六
年
間
に
渡
り
、
と
も
し
び
基
金
カ
ー
ド
に
よ

る
ご
寄
附
を
頂
戴
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の

度
、
そ
の
提
携
業
務
を
終
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
ニ
コ
ス
（
株
）
及
び
基
金
カ

ー
ド
会
員
の
皆
様
に
は
、
と
も
し
び
運
動
を
ご
理

解
頂
き
、
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
五
年
か
ら
二
十
一
年
十
月
ま
で
の
寄
附
金

合
計
額
三
、
一
四
一
、
〇
七
五
円
。

　本会では、ただ今「社会福祉手帳2010年版」を販売しています。
体裁＝85ｍｍ×140ｍｍ　240頁
内容＝月間予定表、日記欄、資料欄（社会福祉関係者に必要な社会福
祉の法律法令、要綱のほか、各種施策・制度の概説、人口動態や保護
率などの統計資料、などを掲載）
　★大判の手帳として、いずれの欄も記入しやすくなっております。
価格＝500円（税込）　　　　締切＝先着順
問合先＝本会企画調整・情報提供担当�045－311－1423
URL　http://www.knsyk.jp/

222222222222000000000000111111111111000000000000年年年年年年年年年年年年版版版版版版版版版版版版2010年版　社社社社社社社社社社社社会会会会会会会会会会会会福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉手手手手手手手手手手手手帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳販販販販販販販販販販販販売売売売売売売売売売売売中中中中中中中中中中中中！！！！！！！！！！！！社会福祉手帳販売中！
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特別養護老人ホーム（厚木市）

１２

発
行
日　

２
０
０
９
年（
平
成　

年
）　

月　

日　

毎
月
１
回　

日
発
行　
　

発
行
所　

〒　

－
０
８
４
４　

横
浜
市
神
奈
川
区
沢
渡
４
番
地
の
２

２１

１１

１５

１５

２２１

社
会
福
祉
法
人　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会　

T
E
L　

－

　

－

１
４
２
３　

F
A
X　

－

　

－
６
３
０
２　
　

編
集
発
行
人　

米
倉
孝
治　
　

印
刷
所　

株
式
会
社　

神
奈
川
機
関
紙
印
刷
所

０４５

３１１

０４５

３１２

中
区
第
四
地
区
北
部
社
会
福
祉
協
議
会（
横
浜
市
）

　

横
浜
市
中
区
の
第
四
地
区
北
部
（
小

港
・
北
方
町
等
の
周
辺
地
域
）
は
、
人

口
約
六
千
八
百
人
、
高
齢
化
率
は
約
二

二
％
と
、
古
く
か
ら
の
住
民
が
多
く
暮

ら
す
静
か
な
住
宅
地
で
す
。

　

中
区
第
四
地
区
北
部
社
会
福
祉
協
議

会
（
以
下
、「
地
区
社
協
」）
で
は
、
結

び
つ
き
の
強
い
地
域
性
を
生
か
し
な
が

ら
、
高
齢
者
の
交
流
・
支
援
に
重
点
を

置
き
、
サ
ロ
ン
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

年
間
二
百
八
十
八
回
を
十
年
間
、

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

　

地
区
社
協
の
活
動
の
中
で
も
特
に
目

を
引
く
の
が
、
今
年
で
十
一
年
目
を
迎

え
る
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
「
ひ
と
と
き
の

会
」
で
す
。

　

毎
週
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
、
手

工
芸
、
カ
ラ
オ
ケ
、
書
道
、
大
正
琴
、

体
操
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
幅
広
い

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
曜
日
ご
と
に
用
意
し
、

実
施
回
数
は
年
間
二
百
八
十
八
回
（
平

成
二
十
年
度
）
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。
高

齢
者
の
趣
味
や
特
技
を
生
か
す
こ
と

で
、
生
き
が
い
に
つ
な
が
る
こ
れ
ら
の

活
動
は
、今
で
は
地
域
に
定
着
し
、生
活

の
一
部
に
な
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　

サ
ロ
ン
の
活
動
拠
点
は
「
北
方
老
人

憩
い
の
家
」
で
、
同
じ
部
屋
で
子
育
て

サ
ロ
ン
も
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
高
齢

者
と
子
ど
も
た
ち
が
ふ
れ
あ
う
様
子
も

見
ら
れ
ま
す
。

　

サ
ロ
ン
が
長
く
続
い
た
背
景
に
は
、

中
区
社
協
か
ら

活
動
助
成
や
情

報
を
提
供
し
て

も
ら
う
な
ど
、

関
係
機
関
と
の

良
好
な
関
係
が

あ
っ
た
ほ
か
、

参
加
者
の
声
を

で
き
る
限
り
活

動
に
反
映
さ
せ

生
き
が
い
を
持
ち
、
健
康
で
自
立
し
た
生
活
を

て
き
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
多
様

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
活
動
発
表
会
の
実
施

は
そ
の
表
れ
と
も
言
え
、
参
加
者
か
ら

は
、「
声
を
生
か
し
、
主
催
者
も
参
加
者

も
楽
し
む
。
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
雰
囲
気

が
、
サ
ロ
ン
を
充
実
さ
せ
る
秘
訣
」
と

の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

心
身
の
健
康
と 

自
立
し
た
生
活
の
た
め
に

　

昨
今
、
地
区
社
協
で
は
、
他
の
地
域

と
同
じ
く
担
い
手
不
足
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

だ
け
で
な
く
子
育
て
サ
ロ
ン
で
も
同
様

で
、
例
え
ば
子
育
て
サ
ロ
ン
で
は
、
担

い
手
の
発
掘
・
育
成
に
向
け
、
関
係
機

関
と
の
連
携
に
よ
り
講
座
を
開
催
し
、

広
報
や
口
伝
え
に
サ
ロ
ン
を
Ｐ
Ｒ
す
る

等
、
担
い
手
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
「
住
民
が
心
身
と
も
に
健
康
で
、
自

立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
楽
し
み

な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と

会
長
の
山
田
さ
ん
。
次
世
代
へ
と
繋
ぎ

な
が
ら
、
今
後
も
仲
間
づ
く
り
健
康
づ

く
り
に
向
け
、
地
域
住
民
の
輪
を
広
げ

つ
つ
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
市
町
村
社
協
支
援
担
当
）

※
本
年
度
の
県
社
会
福
祉
大
会
で
、
優
良

地
区
社
協
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

活動発表会で大正琴を演奏する皆さん
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